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１ 開催日時  令和３年５月１０日（月）午後１時３０分から午後２時１０分  

 

２ 開催場所  東近江市役所 新館３階 ３１３・３１４・３１５会議室 

 

３ 出席委員  ３９人   欠席委員 １人 

議席番号 出欠 議席番号 出欠 

１ 出 ２１ 出 

２ 出 ２２ 出 

３ 出 ２３ 出 

４ 出 ２４ 出 

５ 出 ２５ 出 

６ 出 ２６ 出 

７ 欠 ２７ 出 

８ 出 ２８ 出 

９ 出 ２９ 出 

１０ 出 ３０ 出 

１１ 出 ３１ 出 

１２ 出 ３２ 出 

１３ 出 ３３ 出 

１４ 出 ３４ 出 

１５ 出 ３５ 出 

１６ 出 ３６ 出 

１７ 出 ３７ 出 

１８ 出 ３８ 出 

１９ 出 ３９ 出 

２０ 出 ４０ 出 

議長（会長）  

 

 

農業委員会事務局 

 

 

 

 

 

局長 出   

次長 出   

参事 出   
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４ 議事日程 

第１ 議事録署名委員の指名 

   

第２ 議事上程 

   報告第１号 令和２年度東近江市農業委員会活動報告について 

議案第１号 令和３年度東近江市農業委員会活動計画（案）について 

      

５ 会議の内容 

 

議 長  ただ今から、令和３年度東近江市農業委員会総会を開会いたします。 

委員総数４０名のうち、出席者数は３９名、欠席者数は１名でありますので、 

この総会は成立いたします。 

 

日程第１は、議事録署名委員の指名であります。 

議席番号２２番〇〇〇〇委員、２３番〇〇〇〇委員を指名いたします。 

 

続いて日程第２、議事の上程であります。 

報告第１号「令和２年度東近江市農業委員会活動報告について」 

事務局の報告を求めます。 

 

事務局  報告第１号「令和２年度東近江市農業委員会活動」を報告します。 

     別紙、活動報告書をご覧ください。時間短縮の都合から主な項目のみ報告します。 

昨年度は農業委員会委員の改選がありましたので、２３期と２４期の活動報告と

なります。 

また、昨年度は、新型コロナウイルス感染症拡大から委員会活動の中止や変更な

ど、委員会活動に大変大きな影響を受けた年度でした。 

 

それでは報告書２ページをご覧ください。 

委員の数です。２３期では、農業委員２２名、最適化推進委員２２名でしたが、

２４期では農業委員４０名の体制に変わりました。２３期より前は４０名でした

ので、元に戻ったという形です。委員の任期の３年は変更ありません。 

 

報告書５ページをご覧ください。 

     ５の総会ですが、２３期で２回の総会、定期総会と臨時総会、２４期の初総会を  

開催いたしました。改選の関係から臨時総会を含めて３回開催しました。 

      なお、２３期の定期総会は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、初め

て書面決議を行いました。 

 

報告書６ページをご覧ください。 
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農地移動及び転用件数、面積の状況です。 

転用件数は、３７・３８ページに一覧表を掲載しております。転用別の集計の表

です。転用許可件数は年間約１４０件へと推移している状況です。東近江市の農

地面積が広いということも関係していると考えています。 

 

報告書９ページをご覧ください。農地利用最適化推進ブロック全体会議の状況で

す。定期総会と同様に新型コロナウイルス感染症拡大から開催中止となった会議

もありますし、各ブロック内活動にも影響は大きかったと思われます。 

 

報告書１２ページをご覧ください。 

１０の研修会ですが、関係団体による研修会は、新型コロナウイルス感染症の拡

大によりオンラインや人数を制限した開催になりました。現在も感染症の収束が

見えない状況ですので、今年度もこのような形式で開催されることが想定されま

す。 

 

報告書１３ページをご覧ください。。 

１１「農地等の利用の最適化の推進」に関する意見書の提出、要請活動です。意

見書提出は１０月２２日、市議会には１１月１０日にそれぞれ意見書と要請書と

いう形で提出し市政への反映を要請いたしました。これについては正副会長及び

役員で対応させていただきました。 

市長と農業委員会との懇談会（政策提案）は新型コロナウイルス感染症拡大防止

の観点から中止としました。 

 

報告書１５ページをご覧ください。 

１４遊休農地対策についてですが、大変暑い中の８月２１日に全体調査を実施し

ました。１６ページにその集計結果を掲載しています。これについてはブロック

全体会議で報告させていただきました。 

 

報告書１９ページをご覧ください。 

（８）農林水産まつりですが、開催中止により小委員会にて活動の協議をしてい

ただき、農業委員会の啓発活動を計画され、委員全員参加で実施していただき

ました。 

令和２年度の農業委員会活動につきましては、とにかく新型コロナウイルス感染

症拡大に影響を受けた年度で、今年度においても影響が続いていることから事務

局としましてもこの対応策を講じていかなければならないと考えているところ

です。 

以上、報告といたします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

本案件については令和２年度の報告ですので、報告事項にとどめておきます。 

 



4 

 

議 長  続きまして、議案第１号「令和３年度東近江市農業委員会活動計画（案）につい

て」を議題とします。 

    事務局の説明を求めます。 

 

事務局  それでは、総会議案書の３ページをご覧ください。 

    東近江市農業委員会では、以前から農業委員会の運営の計画性や実行性を高める

ため、毎年、年度当初に１年間の活動計画を策定し、これに基づき活動を展開し

ています。 

つきましては、「令和３年度東近江市農業委員会活動計画（案）」についてご審議

をお願いするものです。 

別紙、活動計画書案の１ページをご覧ください 

活動計画(案)についてですが、昨年７月に２４期の新体制になり初総会にて承認

していただいた計画を継承しています。 

なお、昨年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から委員会活動の中

止や変更を余儀なくされており、今年度の活動計画に関してもこの影響は想定さ

れますが、できる限り適宜適切に対応していきたいと考えています。 

まず、前文ですが、時間の関係から朗読は省略させていただきます。 

     そして、今年度も以下の重点目標を掲げ活動を推進していきたいと考えています。 

その重点目標は、 

①農業委員が地域の話し合いに参画し、「人・農地プラン」の策定・見直しへの

積極的な関与と地域の合意形成活動を行う。 

②農地パトロールを計画的に実施し、農地の利用実態の把握と遊休農地の発生を 

未然に防止するとともに耕作放棄地の解消を推進する。 

③農地法等の専門的知識の習得と農業委員会活動の充実・強化に向けた研修を実 

施する。 

以上３項目です。 

       ①ですが農地中間管理機構の見直しに向けた改正法案で｢人・農地プラン｣の実質

化を進め地域の話し合いの調整役として農業委員会の役割を明記しており、農業

委員が積極的に関与するようなること、また委員からもこの活動について提案を

いただいており重点目標としていきます。 

②については現在年間を通じて、委員の方々が積極的に活動をされていますが改

めて重要な項目のため継続して活動していくことで挙げさせていただきます。 

③ですが先般研修会のアンケートを実施させていただきました。大変貴重なご意

見をいただきましたので、この結果を参考に役員会にて協議しながら最終ページ

の活動計画にありますように定期的に研修会を実施してまいりたいと考えてい

ます。 

 

活動計画書（案）の２ページをご覧ください。 

（２）組織の充実強化のイで｢活動の見える化｣の推進についてです。 

    以前の委員の方々からもこの見える化の促進について、ご意見をいただいていま

した。そのひとつとして、もっとホームページを活用し情報を提供してはどうか
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と言うことでした。この意見につきましては、ご指摘のとおりで計画書案７ペー

ジの中段（７）情報の提供にも挙がっていますが、今年度は農業委員会だより編

集委員会にて広報紙を年度内に２回発行し、タイムリーな情報を提供しようと計

画しています。また、ホームページの活用等についてもご審議いただきたいと考

えています。 

 

次に計画書３ページをご覧ください。 

（３）の耕作放棄地等の非農地判断を記載しています。 

これにつきましては、活用の見込みがない農地の非農地化を積極的に推進してい

くことを記載させていただきました。国から積極的な取組を行うよう要請が来て

いますが多くの課題もあることから、県や農業会議と協議を重ねていきたいと考

えています。 

 

次に計画書６ページをご覧ください。 

上段（４）遊休農地等の発生防止及び解消指導の強化の（イ）についてですが、 

地域の特性を生かした東近江市方式であります各ブロック会議内にて、まずは協

議検討していただき、さらにはブロック間同士の連携を図ることも考えられます

が、各ブロック会議内にて対応を行うことと考えています。 

 

次に議案書９・１０ページをご覧ください。 

活動計画書の最後のページですが、月別の会議や実施予定を掲載しておりますの

で、参考にしていただきますようお願いします。 

なお、昨年度は中止となりました農林水産まつりが今年度は１０月３０日に計画

されています。しかし新型コロナウイルスの感染状況により中止されることも予

想されます。今後、実行委員会が開催され、そこで議論されることになりますが

現在は１０月３０日で計画されています。延期はなく、開催か中止かのどちらか

になります。 

万一中止の場合は昨年度と同様に小委員会にて活動内容を検討協議していただく

ことになるかと思いますので、その際はよろしくお願いします。 

１０ページの中ほどにあるように定期的な研修会を計画しております。 

また、研修活動の１１月には先進地視察県外研修を１泊２日で計画しています。

これは３年任期の中間年に当たることから計画していますが、これもコロナウイ

ルスの感染状況や視察受入先の状況により実施月など変更があり得ますが一応 

１１月ということで計画しています。 

 

それから先ほども触れました農業委員会だよりを２回発行予定しております。 

農業委員会法活動としては、市長への意見書提出が１０月２０日、議会提出につ

いては改選もあることから１１月上旬を計画しています。 

      それから農地中間管理事業のマッチングを７月と１１月に計画しています。前期

の委員では地区別に全員が会してのマッチング会議でしたが、今期は事前に意見

を聞いて農地中間管理事業の事務局で調整する形式となり、委員が一堂に会して

のマッチングは開催しないと聞いています。 
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     なお、この中では委員のみなさんに意見や情報等を聞きたいと中間管理の担当者

が話しておりました。通常農協が主体となってやっていくのですが、地区によっ

ては事前の調整会議を開催してまとめていくと聞いています。そのことについて

は随時連絡させていただきます。 

 

     その他の業務では、たんぼの子体験事業支援として、すでに田植えも始まってお

り出席もいただきご支援もいただいておりますが、今年度も小学生のためにご協

力よろしくお願いします。 

最後に今年度の農業委員会活動につきまして、ご理解ご尽力を賜りますことをお

願い申し上げ、説明とさせていただきます。 

よろしくお願い申し上げます。 

 

議 長  今年度の事業計画の説明が終わりました。 

     何かご質問ご意見がありましたらお願いします。 

 

議 長  特にご意見が無いようですので採決に移ります。 

     本案を承認される方には挙手をお願いします。 

 

議 長  全員賛成と認めます。 

     本案、事業計画については承認、可決いたしました。 

 

議 長  これをもちまして令和３年度総会を終了いたします。 

     ご苦労さまでした。 

 

 

 

上記会議の顛末を記載し、その相違ないことを証するために署名する。 

 

 

 

議 長     〇 〇  〇 〇 

 

 

２２番     〇 〇  〇 〇 

 

 

２３番     〇 〇  〇 〇 


